
小学校第５学年 社会科(学校図書館教育) 学習指導案 

期 日 平成 25年 10 月 30 日(水)第５校時  

場 所 合志市立西合志東小学校 ５年４組教室 

指導者 教諭 工木 圭吾郎          

１ 単元名 

『自動車会社をたずねて』 ～これからの自動車づくり～ (教育出版 上ｐ124～ｐ127) 

２ 単元について 

(1) 単元観 

本単元は，学習指導要領第５学年の目標(２)「我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連につい

て理解できるようにし，我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする。」及び(３)

「社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を効果的に活

用し，社会的事象の意味について考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。」

とその内容(３)のア「様々な工業製品が国民生活を支えていること」ウ「工業生産に従事している人々

の工夫や努力，工業生産を支える貿易や運輸などの動き」を受けたものである。 

本単元では，内容(３)のウに重点を置いて授業を構成する。特に，「工業生産に従事している人々の

工夫と努力」については，自動車生産にかかわる原材料を加工したり部品を組み立てたりして優れた自

動車を生産していること，自動車生産にかかわりのある諸条件を生かしながら生産を高める努力をして

いることなどについて自動車工業の盛んな地域の事例を通して，具体的に理解できるようにすることが

できる単元であると考える。 

(2) 系統観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 児童観 

○本学級は，男子 22 人，女子 18人計 40人の学級である。 

○児童は，これまで「食料生産を支える人々」の中の『農業生産を支える人々』『水産業のさかんな

地域をたずねて』『これからの食料生産』の学習において，課題解決型の学習を行ってきた。 

○身の回りにある電化製品や自動車などの工業製品については，ふだん何気なく利用しているに過ぎ

ず，それを生産したり運んだりする人々の姿を意識することは少ない。 

○自動車の環境性能や安全機能などの現代のニーズを踏まえた車への関心を持つ児童は多いが，自動

車生産にかかわる仕事内容やその生産過程に関心を持つ児童は少ない。 

○資料から課題を見付け，課題に対して各種資料を基に解決していく学習は行ってきたが，社会的事

象を多面的に見ていくことに課題があり，一元的な見方で終わったり，資料をそのまま書き写した

発表で終わったりすることがあった。 

○まとめたことを伝え合う活動では，資料を単に読み進めていくだけで，そこに自分の考えを入れて

発信することなどは十分とは言えない。 

 ○７月，情報活用能力に関する児童の実態調査を行った。結果は以下のとおりである(一部抜粋)。 

６年(1～２月) 

 

日本と世界のつ

ながり 

・日本とつなが

りの深い国々 

・世界の人々と

ともに生きる 

 

 

内容(2)ア 

内容(3)ア 

 

５年(９～10 月) 

本単元 

工業生産を支え

る人々 

・自動車会社をた

ずねて 

・世界とつながる

自動車 

・工業の今と未来 

 

内容(3)ア 

内容(3)ウ 

５年(４～７月) 

 

食料生産を支える

人々 

・農業のさかんな地

域をたずねて 

・水産業のさかんな

地域をたずねて 

・食料生産を支える

人々 

内容(2)ア 

内容(2)ウ 

４年(11～12 月) 

 

わたしたちの県の 

まちづくり 

・県の地図を広げて 

・焼き物を生かしたまちづく

り 

・クリークを生かしたまちづ

くり 

・世界とつながるまちづくり 

内容(2)アイ 

内容(3)ア 



 【実施日：平成 25 年７月 18 日，調査人数男子 21 人，女子 18人 計 39 人】 

 

アンケート結果から，必要な情報を図書資料から取り出すことは約８割の児童が「できる」と答えて

いる。しかし，課題解決に必要な情報を収集し，書かれている内容を要約することに苦手意識を感じて

いる傾向がある。 

(4) 指導にあたっては，次の点に留意したい。 

 ○導入時に，未来の自動車のイメージを持たせることで，学習意欲を引き出していきたい。 

 ○児童の追究意欲を引き出し，継続していくために，魅力ある学習課題を設定していきたい。 

 ○自動車生産過程を知るとともに，そこで働く人々の工夫や努力に視点を向けた発問をしていきたい。 

 ○図書館資料を使って調べる際の参考になるように，関係のある図書資料を準備していきたい。 

 ○資料から分かること，考えられることをしっかりと出させるために，一人学びの時間を十分に確保

したい。 

 ○各種の資料から必要な情報を集めて読み取ったことを的確に記録し，比較・関連・統合しながら再

構築する学習や，考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことにより，お互いの考えを深めてい

くための言語活動などを取り入れていきたい。また，その際，個人の考えを生かしながら学級全体

での話合いを行わせ，社会的事象について多面的に考えていけるようにしたい。 

 

 

 

【視点１】 

思考力・判断力・表現力等の育成 

【視点２】 

学習評価と指導の改善 

【視点３】 

情報活用能力の育成 

 
各種の資料から必要な情報を集めて読

み取ったことを的確に記録し，比較・

関連・統合しながら再構築する学習や，

考えたことを自分の言葉でまとめ伝え

合うことにより，お互いの考えを深め

ていくための言語活動などを取り入れ

る。 

自分なりの考えをもつ際に，判断の材

料となったものを書くことができる

シートを作成し，児童の思考の過程を

見る。また，それをお互いの考えを深

める際に，児童は再考するための資料

として利用する。 

情報の平行移動ではなく，知り得た情

報から思考・判断したことを踏まえた

内容になるよう日常指導の充実を図

る。また，児童の資料選択や情報収集

の際にアドバイスができるよう図書

司書と連携を図る。 



３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 

○自動車産業がさかんな地域の様子を具体的に調べ，自動車生産に携わる人々が生 

産を高めるために工夫や努力をしていることや，日本の自動車産業の現状と課題を
とらえることができる。 

○自動車生産に関する文章や写真からの情報，地図や統計，図書などの資料を収集・ 

選択し，国民生産を支える自動車生産の意味について，貿易・運輸の働きなどと関 

連させながら考えることができる。 

社会的事象への
関心・意欲・態
度 

①自動車の生産をもとにして，自動車産業の様子に関心を持ち，意欲的に調べよう 

としている。 

②国民生活を支える自動車生産の発展について考えようとしている。 

社会的な 

思考・判断・表
現 

①自動車産業の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え，思考･判断したこ 

とを適切に表現している。 

②自動車生産の様子と国民生活とを関連付けて，自動車生産が国民生活を支えるた 

めに果たしている役割について考え，的確に表現している。 

観察・資料活用
の技能 

①自動車生産の様子や課題，様々な製品について，地図や統計，図書その他の資料 

を活用して，適切に読み取っている。 

②調べたことをノートやシート，提案書などにまとめている。 

社会的事象につ
いての知識・理
解 

①自動車が国民生活を支えていることを理解している。 

②自動車生産に携わっている人々の工夫や努力，自動車生産を支える貿易や運輸な 

どのはたらきを理解している。 

 

４ 指導・評価計画（13時間取扱い 本時 13／13） 

次 時 学 習 活 動 
指導上の留意点 

【三つの視点から】 
評価の観点(評価方法) 

Ｂ基準 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

１ ①将来どんな自動車が登場
すると嬉しいかについて，
話し合ったり，絵や言葉で
表現したりして，自動車に
興味関心を持たせる。 

・多様な利用者がいることを踏
まえて自動車の必要性や問題
点をとらえ，自動車づくりに関
して調べていく意欲を高める。 

関心・意欲・態度①(観察) 
将来登場するといいなと思う
車について，意欲的に考えよう
としている。                 

１ 

２ ①デザインや設計の様子を
調べ，自動車作りについて
理解する。 

・写真を見ても，一見気付きに
くい要素や，些細なことと思わ
れる要素も，気付いたことは指
摘する。 

技能①(観察・シート) 
写真を細かく読み取り，気付い
た点について，その意味を推測
してシートにまとめている。 
知識・理解②(観察・シート) 
自動車の開発には，多くの人の
アイディアが結集されている
ことを理解している。 

３ ②工場の写真やパンフレッ
ト，ＩＴの資料から，自動
車づくりへの疑問を見つけ
る。 

【視点１】米づくりの学習をも
基に，自動車づくりの工程，働
く人々の思いや願い，努力や工
夫などを推察させる。 

思考・判断・表現①(シート・ 
発言) 
自動車づくりの作業について
予想して，問いを持ち，適切に
表現している。 

４ ③写真や地図を読み取る活
動から，工場施設の配置の
工夫に気付くとともに，工
場の立地条件について考え
る。 

・地図や配置図から読み取る際
には，図中に明記されたスケー
ルを用いて，できるだけ的確に
とえるように指導する。 

技能①(観察・シート) 
工場全体の様子について，写真
や地図などを互いに照らし合
わせるなどして，具体的に読み
取っている。 

５ ④自動車ができるまでの工
程や働く人たちの作業の様
子をとらえる。 

・一見気付きにくい要素や，些
細なことと思われる要素も，気
付いたことは指摘する。 

技能①(ノート) 
それぞれの生産工程で，人の受
け持つ仕事とﾛﾎﾞｯﾄの役割を読
み取っている。 
知識・理解②(観察・シート) 
自動車づくりが分業などによ
って，効率的に進められている
ことを理解している。 



次 時 学 習 活 動 
指導上の留意点 

【三つの視点から】 
評価の観点(評価方法) 

Ｂ基準 

１ 

６ 

⑤自動車づくりが分業など
によって効率的に進められ
ていることを理解するとと
もに，働く人の工夫や努力，
思いなどをとらえる。 

【視点１】工場で働く人々の言
葉を手がかりに，自動車づくり
の工夫を探り，その意味や目的
を考える。 

思考・判断・表現①(シート・ 
発言) 
自動車を作るための工夫や努
力，思いをとらえ適切に表現し
ている。 

７ 

⑥自動車工場では，働く人
の環境を整え，地域の環境
も守りながら自動車を生産
していることをとらえる。 

【視点３】資料を関連付けて調
べることができるように，具体
的に，資料相互の関連性を指摘
してみるようにする。 

技能①(観察・ノート) 
工場の人が働きやすいための
工夫や，地域の環境を守るため
の取組について，写真や資料を
関連付けて読み取っている。 

８ 

⑦自動車のシートを作る工
場について調べ，シートの
生産や出荷の様子から自動
車工場との結び付きに気付
く。 

【視点１】シート工場と自動車
工場との協力し合う関係に気
付くことができるように，資料
の働く人々の言葉から分かる
事実を整理しておく。 

思考・判断・表現①(シート・ 
発言) 
シートの生産や出荷の様子か
らシート工場と自動車工場と
の結びつきについて考え，適切
に表現している。 
技能②(観察・シート) 
資料からシート工場と自動車
工場との結びつきをとらえる。 

９ 

⑧関連工場で働く人たちの
工夫や努力，思いについて
調べ，自動車づくりを支え
る人々の協力や関連工場の
はたらきをとらえる。 

・関連工場で働く人の工夫など
を調べることができるように，
働く人たちの写真と話を関連
付けて取り上げる。 

知識・理解①(ノート) 
関連工場で働く人たちが注文
通りに部品を納めるための工
夫や努力，よい品質を保つため
に気を付けていることを資料
などから読み取っている。 

２ 

10 

①自動車の輸送について関
心を持ち，運搬船やキャリ
アカーに積み込む仕事の様
子や働く人たちの工夫や努
力をとらえる。 

・写真を基にして，輸送の様子
を一連の流れとしてとらえさ
せる。 

関心・意欲・態度①(観察) 
工場から販売店までの自動車
の輸送の仕方に関心を持ち，意
欲的に調べようとしている。 

11 

②全国各地に広がる交通網
について調べ，人や物を運
ぶ運輸の仕事が果たす役割
に気付く。 

・交通網の図と同じ縮尺の地形
図，人口分布図を掲示し，それ
ぞれの要素を視覚的にとらえ
られるようにする。 

技能②(ノート) 
地図を基にして，交通網の広が
りと地形や人口分布との関係
を読み取ることができる。 
知識・理解②(観察・シート) 
都市部や地形と交通網の関係
をとらえ，交通網の特色を理解
する。 

３ 

12 

①消費者の願いを知り，そ
の消費者の願いが自動車づ
くりに関連していることを
考え，まとめる。 

【視点３】図書館資料から必要
な情報を集め，それらの情報を
基に自分なりの考えを持たせ
る。 

技能①(観察・シート) 
自動車づくりや利用のしかた 
について，図書その他の資料を 
活用して，適切に読み取ってい 
る。 

13 

②これからの自動車づくり
について提案書にまとめ
る。 

【視点１】自分の考えを深める
ために班での伝え合い活動を
行う。 

思考・判断・表現②(シート) 
これからの自動車づくりや利
用の仕方について，資料等から
安全･環境などのテーマに即し
て読み取り，提案書に表記して
いる。 
関心・意欲・態度②(観察・シ 
ート) 
自動車の在り方について，安全
性や利便性，利用者や環境への
配慮などから見た意見を述べ
ようとしている。 

(

本
時) 



５ 本時の学習 

(1) 目標 

  消費者の願いについて調べ，消費者の要望が自動車づくりに関連していることを考え，これからの

自動車づくりについてまとめる。 

(2) 展開 

過程 学習活動 主な発問・指示等 
教師の指導及び評価 

【三つの視点から】 

備

考 

つかむ

３分 

１ 学習課題を確認す

る。 

 

 

○学習課題を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

WB 

追求す

る② 

35 分 

２ 調べたことを基に，こ

れからの自動車づくり

についてまとめたこと

を班で発表する。     

 

(1) まとめたシートの確

認をする。 

(2) 班で順番に発表を

行い，アドバイス・感

想を伝え合う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ アドバイス・感想をも

とに再考・追記等を

する。     

(1) まとめたことをもと

に，自分の考えを書

く。 

 

 

○まとめたシートの確認をしま 

しょう。 

 

 

 

○これからの自動車づくりにつ

いてまとめたことを班で発表し

ていきましょう。 

○友達の発表が終わったら各

班のテーマの視点でアドバイ

ス・感想を伝えましょう。 

○最終仕上げのためにアドバ 

イスされたことはメモしましょう。 

○図書資料を再度参考にして 

もいいです。 

 

 

 

 

○アドバイスを基に，仕上げま

しょう。 

 

○再度，これからの自動車づく

りについてまとめましょう。 

 

○必要な図書資料を教室に準備

しておく。 

【視点１】自分の考えを深める

ために班での伝え合い活動を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ基準 

これからの自動車づくりや利用のし

かたについて，消費者と開発者との

関連性を踏まえ，安全・環境などの

テーマに即して読み取ったことを提

案書に表現している。 

〈Ｂ基準に達しない児童への手立て〉

教科書の例を参考に，資料の中から

テーマに即した工夫を読み取らせ

る。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ー
ト 

まとめる 

７分 

 

４  学習のまとめをす

る。      

 

○今日の学習の振り返りをしま 

しょう。 

 

○学習したことの共有化を図る。   

 

・人々の願いを基にして自動車づくりを考えていることが分かったよ。 

・人や自然のことを考えた自動車づくりが必要だと分かったよ。 

評価：思・判・表(観察・シート) 
Ｂ基準 

これからの自動車づくりや利用

の仕方について，安全･環境など

のテーマに即して資料等から読

み取ったことを，提案書に表現し

ている。 

考えよう！ これからの自動車づくり 

【言語活動】 

これからの自動車づく

りについてまとめた

ことを他者に伝える

ことで，自分の考え

を再確認するととも

に，再構築させてい

くための活動を行

う。 


